
保健所設置区市の予防計画における数値目標について①

保健所設置区市が設定する数値目標の考え方
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●次の２項目について、保健所設置区市は、以下の都の考え方を踏まえて設定

Ⅰ 検査体制（検査の実施件数（実施能力）、検査設備の整備数）

✔ 地方衛生研究所等における数値目標及び施設の設備数を記載
✔ 地方衛生研究所等を有しない保健所設置区市は、都と連携し都健康安全研究センターで実施する検査実施数

（1,000件／日）の中で対応する。

Ⅱ 人材の育成・資質の向上（医療従事者や保健所職員等への研修・訓練回数）

✔ 保健所職員及び保健所設置区市の職員等に対する研修及び訓練を年１回以上実施
✔ 国等が実施する研修への参加に派遣した場合以外にも、都が行う研修・訓練に保健所職員を派遣した場合も含める。

Ⅲ.保健所の体制整備（保健所の感染症対応業務を行う人員確保数、即応可能なIHEAT要員の確保数(IHEAT研修受講者数)）

＜参考：国の考え方＞
・保健所における流行開始から１ヶ月間において想定される業務量に対応する人員

✔ 発生から感染拡大期まで３つのフェーズに分けて必要な人員体制を算出

※都は検討イメージとして、
流行初期①(発生の公表～1ヶ月、第3波R2.11月頃想定)
流行初期②(1～3ヶ月、第3波R2.12月以降想定)
流行初期以降(3～6か月、第6波想定) の３段階を示し、各区市の判断で必要な人員体制を算出

●保健所の体制整備については、実効性を確保するため、都の独自の考え方を踏まえて保健所設置区市が設定



保健所設置区市の予防計画における数値目標について②

Ⅰ.検査体制（※１） Ⅱ.人材の育成・
資質の向上
（※２）

Ⅲ.保健所の体制整備（※３）
備考

実施能力 検査設備 流行初期① 流行初期② 初期以降 ＩＨＥＡＴ

１．千代田区 ２０件／日 ２台 年２回程度 ２０人 ２５人 ４５人 ４人

２．中央区
東京都と連携し、

都全体1,000件の中で対応
年２回程度 ４０人 ４５人 ７０人 ２人

３．港区 ８０件／日 ４台 年１回以上 １２８人 １５５人 ２０２人 １８人
流行初期①は第２波を想
定

４．新宿区
東京都と連携し、

都全体1,000件の中で対応
年１回以上 ６４人 ８６人 ２４６人 ２０人

５．文京区
東京都と連携し、

都全体1,000件の中で対応
年１回以上 ８４人 １１１人 １３８人 ４人

６．台東区
東京都と連携し、

都全体1,000件の中で対応
年１回以上 ４８人 ５３人 １０４人

流行初期①②
（４人）

流行初期以降
（１２人）

７．墨田区
東京都と連携し、

都全体1,000件の中で対応
研修：年２回

訓練：年１回以上
３１人 ３５人 ７４人 ２人

８．江東区
東京都と連携し、

都全体1,000件の中で対応
年１回以上 １０人 ３０人

最大
１２０人

―

９．品川区 １０件／日 １台 年１回以上 ４０人 ８０人 １２５人 ４人

１０．目黒区
東京都と連携し、

都全体1,000件の中で対応
年１回以上 ３７人 ５５人 ８９人 １０人
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保健所設置区市の予防計画における数値目標について③

Ⅰ.検査体制（※１） Ⅱ.人材の育成・
資質の向上
（※２）

Ⅲ.保健所の体制整備（※３）
備考

実施能力 検査設備 流行初期① 流行初期② 初期以降 ＩＨＥＡＴ

11．大田区 ４０件／日 ２台 年１回以上 ７０人 １５０人 ２５５人 ―

12．世田谷区

東京都と連携し、
都全体1,000件の中で対応 年１回以上 ２７２人 ３０６人 ３０６人 ―

流行初期①は第６波想定、
流行初期②以降は第７波
を想定60件/日(R11~) ４台(R11~)

13．渋谷区
東京都と連携し、

都全体1,000件の中で対応
年１回 ４０人 ５０人 ７０～８０人 ２人

14．中野区
東京都と連携し、

都全体1,000件の中で対応
年１回程度 ６８人 １２２人 １６８人 ―

15．杉並区 ９０件／日 ７台 年１回以上 ７２人 １３０人 １７０人 １５人
流行初期①は第１波、②
は第３波、初期以降は第
７波を想定

16．豊島区
東京都と連携し、

都全体1,000件の中で対応
年１回以上 ３７人 ５８人 １４９人 ―

17．北区
東京都と連携し、

都全体1,000件の中で対応
年１回以上 ２８人 ４４人 １０３人 ―

18．荒川区
東京都と連携し、

都全体1,000件の中で対応
年１回以上 ２７人 ６４人 ８４人 １０名以上

19．板橋区
東京都と連携し、

都全体1,000件の中で対応
年１回 ４２人 １３１人 １５８人 ―

20．練馬区
東京都と連携し、

都全体1,000件の中で対応
年１回以上 １００人 １００人 １８０人 ―
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保健所設置区市の予防計画における数値目標について④

Ⅰ.検査体制（※１） Ⅱ.人材の育成・
資質の向上
（※２）

Ⅲ.保健所の体制整備（※３）
備考

実施能力 検査設備 流行初期① 流行初期② 初期以降 ＩＨＥＡＴ

21．足立区 ２０件／日 ２台 年１回以上 ６２人 １０２人 １２９人 ―

22．葛飾区
東京都と連携し、

都全体1,000件の中で対応
年１回以上 ７３人 ７３人 ７３人 ５０人

国の考え方に基づいて算
出

23．江戸川区 ２０件／日 ２台 年１回以上 ４１人 ７１人 ３４０人 ―

24．八王子市
東京都と連携し、

都全体1,000件の中で対応
年１回以上 ４４人 ５３人 ６９人 １０人

25．町田市
東京都と連携し、

都全体1,000件の中で対応
年３回以上 ３０人 ６０人 ９５人 ２人
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※１ 検査体制について
・実施能力の欄に記載の件数は、地方衛生研究所等で実施する検査についてであり、自区市の施設で実施する検査以外にも、
都と連携し、都健康安全研究センターや医療機関・民間検査機関で実施する検査も活用して対応する。

・検査機器は、リアルタイムＰＣＲ装置もしくは全自動核酸抽出機器を想定している。
※２ 研修・訓練回数について

・研修及び訓練の区分けがない区市は、双方を含む数値として記載している。
※３ 保健所体制

・人員は総数（事務職、医療専門職等含む）で記載している。
・ＩＨＥＡＴについては、確保人員に含まれている区市は（ ）内数字で記載している。


